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⽬次

昭和電⼯レポート2022制作にあたり、検討したこと、課題と対応策について
制作を担当した「統合報告書企画会議」のメンバーでまとめましたので、ご覧ください。

(1)コンセプト
(2)全体構成
(3)ポイント（当初課題への対応）

①統合新会社としての事業・機能戦略
②サステナビリティの戦略への組み込み
③⻑期ビジョンが実現可能である組織⼒
④社⻑交代プロセスの開⽰
⑤⾵⼟変⾰の進捗
⑥ステークホルダーとの対話
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要約

2022年7⽉末⽇発⾏、全99ページ（英語版は2022年8⽉末⽇発⾏）

https://www.sdk.co.jp/csr/report/csr_report.html

統合報告書「昭和電⼯レポート2022」

 当社グループの“今”を⼀冊にまとめたレポート

 2023年の昭和電⼯と昭和電⼯マテリアルズの法⼈格統合
を前に、2022年1⽉に経営体制を⼀本化したため、コン
セプトを「始動-moving as one-」とし、統合過程での
当社の考え、体制、戦略、実績を掲載

 両社のコーポレートカラー以外の⾊も織り交ぜたカラフ
ルなデザインは、新たなメンバーを加え、混沌の中から
社会を変えていく意思や、あらゆる産業の起点にある化
学ならではの多様な社会課題解決を表したもの
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コンセプト

 冊⼦全体を、パーパス「化学の⼒で社会を変える」を起点とした価値創造ストーリーとしてまとめ、⻑期ビジョンでの⽬
指す姿の実現に向けた、共創型化学会社としての考え、体制、戦略、実績を掲載

 2022年1⽉に⼀本化した経営体制をPRするとともに、来年の法⼈格統合に向け、この会社は着実に変化している
なと感じさせることを⽬指す

 CFOとCSOをリーダーとした統合報告書企画会議を新規に⽴ち上げ、企画構成を検討

「始動-moving as one-」
髙橋新CEO体制が始動し、⼀つとなって動き出す。

2022
コンセプト

対象は投資家を中⼼としたマルチステークホルダー
（2021年版よりも中⻑期投資家の視点を意識）を
想定し、当社の価値創造を表現する

パーパス起点での価値創造ストーリーとして、統合新
会社の⽬指す姿・共創型化学会社の実現へ向けた昭
和電⼯グループの戦略と取り組みを掲載

新体制の象徴として新経営陣(CXO＆事業本部⻑)に
フォーカスし、マテリアリティ・事業戦略を語る

Point1

Point2

Point3
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全体構成

CEOメッセージ

イントロダクション 中⻑期戦略 コーポレート・ガバナンス ベーシッ
クデータ構成

経営理念（パーパス・バリュー）

共創型化学会社

パーパス起点での現在の価値創造プロセス

基本情報︓両社の歴史

基本情報︓事業概要
基本情報︓データハイライト

新体制（執⾏役員メッセージ）

⻑期ビジョン(事業ポートフォリオ変⾰含む)

サステナビリティ重要課題(マテリアリティ)

事業戦略

・⽬指す姿
・サステナビリティ重要課題と主要戦略
・財務・資本戦略

機能戦略

コーポレート・ガバナンス 基本情報

パ
␗
パ
ス
起
点
の
価
値
創
造
ス
ト
␗
リ
␗

パーパス・バリュー
浸透の取り組み

 課題︓①統合新会社としての事業・機能戦略、②サステナビリティの戦略への組み込み、③⻑期ビジョンが
実現可能である組織⼒、④社⻑交代プロセスの開⽰、⑤⾵⼟変⾰の進捗、⑥ステークホルダーとの対話
（①②前年反省、③〜⑥アナリストご要望）これらを踏まえ、以下の構成・内容とした

気候変動対応
(CN、TCFD)

導⼊として興味の醸成、全体像の把握 具体的戦略の提⽰による課題共有・理解の促進 経営に対する信頼の醸成 ファクト
HowWhy

How＆What

アナリスト×
CFO,CSO対談

会⻑×社外取締
役対談

(新CEO選任プロセス)

化学の⼒で実現したい未来

How

How

How
・サステナビリティビジョンと推進体制
・マテリアリティとSDGsへの貢献
・マテリアリティと⾮財務KPI

半導体・電⼦材料／モビリティ
イノベーション材料／ケミカル／その他

研究開発戦略／マーケティング戦略／IT・デジタル戦
略／環境／安全・衛⽣／品質保証／調達／コンプ
ライアンス／⼈権／リスクマネジメント／⼈材戦略

特集 New!

New!

New!

特集

特集

Why

特集
How



統合新会社としての事業戦略 ➺P.26〜53

 事業部⻑に統合報告書コンテンツサポートメンバー*2 を任命いただき、その⽅々が中⼼となって、統合新会社として
打ち出す戦略や取り組みを検討

 セグメントごとに①財務情報や②製品紹介とともに、③⻑期ビジョン実現に向けた戦略、④市場における競争優位
性、⑤社会課題解決に向けた共創型化学会社としての取り組みを掲載

 半導体・電⼦材料セグメント（P.42〜45）
 モビリティセグメント       （P.46,47）
 イノベーション材料セグメント（P.48,49）
 ケミカルセグメント（P.50〜52）
 ライフサイエンス（P.53）       



統合新会社としての機能戦略 ➺P.54〜77

 CXOに統合報告書コンテンツサポートメンバー*2 を任命いただき、その⽅々が中⼼となって、統合新会社として打ち
出す戦略や取り組みを検討

 ①価値創造に向けた使命、②⽅針と推進体制、③戦略、④⻑期ビジョン実現への実績とロードマップ、⑤サステナビ
リティ重要課題に対する施策とKPI進捗、⑥社会課題解決に向けた共創型化学会社としての取り組みを掲載

 CFO 財務・資本戦略（P.28〜31）
 CSO 全体戦略､サステナビリティ（P.26〜27､36〜39）
 CTO 研究開発戦略（P.54〜57）
 CMO マーケティング戦略（P.58,59）
 CDO IT／デジタル戦略（P.60,61）
 CMEO／CQO 環境、安全・衛⽣、

品質保証、サステナブル調達（P.62〜68）
 CRO コンプライアンス、リスクマネジメント（P.69〜71）
 CHRO ⼈材戦略、パーパス・バリュー浸透活動

（P.72〜77）



サステナビリティの戦略への組み込み ➺P.36〜39

 当社はサステナビリティを経営の根幹と位置付け、取り組みを進めている
 ⻑期ビジョンでの⽬指す姿である「世界で戦える会社」「持続可能なグローバル社会に貢献する会社」「国内の製造
業を代表する共創型⼈材創出企業」と呼応して、３つのサステナビリティ重要課題（マテリアリティ）を定め、サステナ
ビリティを組み込んで主要戦略を推進



サステナビリティの戦略への組み込み ➺P.36〜39

 サステナビリティビジョンと推進体制を定め、2030年までの道筋を掲載
 サステナビリティ重要課題の構成要素と⾮財務KPIの設定進捗を報告するとともに、事業を通じたSDGs達成への

貢献についても公開
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事業及び事業活動を通じたSDGsへの貢献を⽰す図
 SDKグループの貢献イメージを、ものづくりの基本であるとともに、あらゆる産業の起点である化学会社としての循環型
社会実現への貢献意欲を表すSDGs12番（つくる責任、つかう責任）と、そのための⼿段でありかつ共創型化学会
社としてのSDGs17番（パートナーシップで⽬標を達成）とあわせて中⼼におく

 トップには、これから化学の⼒で実現したい未来を で表現
今回策定した⾮財務KPI、これから策定する予定のコーポレート＆事業関連KPI等に紐づいていくSDGsを配置

事業を通じたSDGsへの貢献
当社の企業活動の中⼼を、循環型社会を⽬指す共創型化学会社としての
12番と17番への貢献と位置付けました。事業・製品を通じて貢献するゴール
を上の半円に、企業基盤を通じて⾃らが貢献するゴールを⼟台におきました。
既に事業を通じて貢献している領域を超え、そしてその先の「化学の⼒で実
現したい未来」への貢献を⽬指します。

︓SDGs1番から17番までに表現されていない私たちが発⾒し解決していく課題
＝ ＝「化学の⼒で実現したい未来」



⻑期ビジョンが実現可能である組織⼒の開⽰ ➺P.14〜17

 新体制を紹介する執⾏役員メッセージ＆プロフィールを掲載︓SDKとSDMC、そして社外から集まった多様性ある、
様々な⼒と情熱を持った執⾏役員が結集し、髙橋CEO率いるワンチームとして経営の舵取りを⾏う

 パーパスに向けた挑戦のメッセージは執⾏役員⾃らが執筆し、プロフィールではこれまでの経歴とともに好きな⾔葉など
の⼈柄を表す情報も掲載



社⻑交代プロセスの開⽰ ➺P.78〜81

 SDK代表取締役会⻑の森川さんと指名諮問委員会の委員⻑である尾嶋さんによる対談を実施
 新社⻑選任プロセスや、両社経営トップの⼀本化および世代交代の背景、統合の加速とグループとしてのスピー
ディーな経営推進に向けた想いを掲載



⾵⼟変⾰の進捗開⽰ ➺P.74〜77

 統合新会社として新たなカルチャーを創りあげていくための、パーパス・バリューの浸透活動の紹介
 グローバルの全従業員がパーパス・バリューの体現する機会として、2022年から「共創・共感」をコンセプトに両社のグ
ローバルアワードを完全統合して開催

 今後、従業員サーベイにて指標を設定し、進捗管理を⾏っていく



ステークホルダーとの対話 ➺P.32〜35,39,45,ウェブサイト

 持続的に価値を創造し続ける会社であるための財務・資本戦略について、みずほ証券株式会社のシニアアナリスト
⼭⽥さんをお招きし、染宮CFO、眞岡CSOとの⿍談を実施

 その他、社外有識者や社内実務担当者などのインタビュー・対談も、ウェブサイトと連動して掲載
 今後、他のテーマについても、ウェブサイトで公開予定
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「共創型化学会社」を統合新会社の価値創造モデルに掲げ、「化学の⼒で実現したい未来」を⽬指す

インプットの判断基準として
サステナビリティ重要課題を
位置づけ

安全とコンプライアンスは原則、コーポレート・ガバ
ナンスとステークホルダーエンゲージメントは⼟台

⻑期ビジョンの⽬指す姿
※⼈材創出企業に要修正

当社の価値創造モデルとして
「共創型化学会社」を掲げる

化学の⼒で実現したい未来
・⼈々の幸せと豊かさ
・地球との共⽣
・SDSs18番（オリジナルの貢献)

アウトカムとして
「サステナビリティ
重要課題」への
取り組みを通し
て⽬指す⽅向性
を記載

価値創造を⽀える⼀番の⼟台として
バリューを追加

①
②

③

④

⑤

価値創造プロセス ➺P.18〜19
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昭和電⼯株式会社と昭和電⼯マテリアルズ株式会社は2023年1⽉に統合し、
統合新会社、レゾナックとして⽣まれ変わります。
来年のレポートも是⾮ご覧いただきますよう、よろしくお願いいたします。


